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字
學
槪
要
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全
二
册
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早
稻
田
大
學
中
國
古
籍

化
硏
究
所
、

二
〇
〇
四
・
二
〇
〇
七
年
）

本
書
は
裘
錫
圭
氏
の
北
京
大
學
中

系
で
の

字
學
の
講
義
錄
を
も
と
に
書
か

れ
、
原
著
は
北
京
の
商
務
印
書
館
か
ら
一
九
八
八
年
に
第
一
版
が
刊
行
さ
れ
た
。

ま
た
一
九
九
四
年
に
は
臺
灣
の
萬
卷
樓
圖
書
有
限
公
司
よ
り
繁
體
字
版
が
刊
行
さ

れ
、
中
國
・
臺
灣
で
そ
れ
ぞ
れ

字
學
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
廣
く
讀
ま
れ
て
い

る
。
そ
の
日
本
語
版
と
な
る
本
書
は
臺
灣
繁
體
字
版
（
一
九
九
九
年
一
一
月
初
版

三
刷
）
に
基
づ
き
、
稻
畑
耕
一
郞
氏
を
班
長
と
す
る
硏
究
班
に
よ
っ
て
翻
譯
さ
れ

た
も
の
で
、前
編
（
中
國
古
籍

化
硏
究
單
刊
二
）
が
二
〇
〇
四
年
に
、後
編
（
中

國
古
籍

化
硏
究
單
刊
八
）
が
二
〇
〇
七
年
に
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
さ
れ
た
。
原
著
者

の
裘
氏
は
古

字
學
の
分
野
の
著
名
な
硏
究
者
で
あ
り
、
現
在
は
復
旦
大
學
出
土

獻
與
古

字
硏
究
中
心
に
所
屬
し
て
い
る
。

本
書
の
本
編
は
「

字
形
成
の
過
程
」「
漢
字
の
性
質
」「
漢
字
の
形
成
と
發
展
」

「
形
體
の
變
遷
（
上
）
―
古

字
段
階
の
漢
字
」「
形
體
の
變
遷
（
下
）
―
隸
書
・

楷
書
段
階
の
漢
字
」（
以
上
、前
編
）「
漢
字
の
基
本
類
型
の
區
分
」「
表
意

字
」「
形

聲

字
」「
假
借
」「
異
體
字
・
同
形
字
・
同
義
換
讀
」「

字
の
分
化
と
合
併
」「
字

形
と
音
・
意
味
の
錯
綜
し
た
關
係
」「
漢
字
の
整
理
と
簡
略
化
」（
以
上
、
後
編
）

の
全
一
三
章
か
ら
な
る
。
第
一
章
か
ら
第
五
章
ま
で
は
、漢
字
の
お
こ
り
と
隸
書
・

楷
書
に
至
る
ま
で
の
字
形
の
發
展
の
過
程
に
つ
い
て
、
第
六
章
か
ら
第
九
章
ま
で

は
、
漢
字
の
分
類
と
そ
の
分
類
別
の
各
論
、
第
一
〇
章
以
降
は
、
そ
の
他
の
諸
問

題
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
新
石
器
時
代
の
陶

や
殷
周
時
代
の
甲
骨

・
金

か
ら
現
代
の
簡
體
字
ま
で
を
對
象
と
し
て
お
り
、
古

字
だ
け
で
は
な
く
そ
れ
ら

を
含
め
た
漢
字
全
體
を
扱
う

字
學
の
槪
說
書
と
な
っ
て
い
る
。

本
書
で
は
民
國
期
以
後
の

字
學
者
に
よ
る
硏
究
の
成
果
や
考
え
方
を
豐
富
に

取
り
入
れ
て
い
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
擧
げ
ら
れ
る
の
が
漢
字
の
分
類
に
つ
い
て

で
あ
る
。
裘
氏
は
『
說

解
字
』
以
來
の
傳
統
的
な
象
形
・
指
事
・
會
意
・
形
聲
・

轉
注
・
假
借
の
六
書
說
に
關
し
て
、
こ
の
う
ち
象
形
・
指
事
・
會
意
は
、
そ
の
區

分
が
あ
ま
り
明
確
で
は
な
く
、
轉
注
に
つ
い
て
は
そ
の
定
義
が
非
常
に
曖
昧
で
あ

る
と
い
っ
た
よ
う
に
大
き
な
問
題
が
あ
り
、
六
書
說
が

字
學
の
發
展
を
妨
げ
る

足
か
せ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
批
判
す
る
。
そ
し
て
特
に
陳
夢
家
に
よ
る
分
類

を
繼
承
し
、
表
意
・
假
借
・
形
聲
の
三
書
說
を
提
唱
し
て
い
る
。

ま
た
古

字
の
字
形
に
關
し
て
、
字
形
の
表
す
意
味
と

字
の
本
義
と
を
無
條

件
で
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
字
形
を
利
用
し
て
語
義
を
硏
究
す
る
際
に

は
、
關
連
す
る
言
語
資
料
か
ら
離
れ
て
字
形
に
振
り
回
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
さ

も
な
け
れ
ば
、
か
つ
て
ま
っ
た
く
存
在
し
た
こ
と
の
な
い
本
義
を
揑
造
し
て
し
ま

う
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は

字
學
が
あ
く
ま
で

獻
を
讀
み
こ
な

す
た
め
の
手
段
で
あ
る
と
い
う
、

字
學
の
硏
究
に
攜
わ
る
者
が
持
つ
べ
き
基
本

的
な
認
識
を
示
し
て
い
よ
う
。

（
佐
藤
信
彌
）


